
日本でＱＣサークルが生まれたのは、１９６２年４月（昭和 37年）です。 

当時の日本は、戦後復興期を終え、経済は順調に発展しつつありましたが、諸外国から貿

易と為替の自由化が迫られていました。一方、品質管理（Quality Control：ＱＣ）も、各

社において品質管理部や品質管理推進室が設置され、検査だけでは品質は保証できないの

で、不良品ができないよう品質は工程で作り込むことが大切だという考え方が浸透してき

ました。 

当時は品質管理に関する図書も少なく、あっても統計的手法に関するスタッフ向けのもの

でした。そこで、第一線職場の人達から「私達が気やすく読んで勉強できる雑誌が欲しい」

との要望が出されました。 

このような産業界の要請を受けて、(財)日本科学技術連盟の『品質管理』誌編集委員会は、

現場の人たち向けの品質管理の雑誌として『現場とＱＣ』誌の発刊を決定し、それに対す

る基本方針と具体策が練られました。 

'62 年 4 月に『現場とＱＣ』誌（'７３年１月から『ＦＱＣ』誌、さらに'88 年１月に『ＱＣ

サークル』誌と改称）が創刊されました。 

品質管理は、単に学ぶだけでは意味がなく、実践に結びつかなければなりません。 

そこで、雑誌の創刊と同時に、この創刊号で編集委員長の故石川馨先生（当時、東京大学

教授、その後武蔵工業大学学長）は、「各職場でＱＣサークルという小グループをつくり『現

場とＱＣ』誌を中心に勉強し、職場のＱＣ活動を進めて行こう」と呼びかけ、そのグルー

プを"ＱＣサークル"と名づけました。 

また、ＱＣサークル活動は次のような経過を経て、今日のような全国的な活動に展開して

いきました。  

  

'62年 5月   ＱＣサークル本部を設置   

'62年 5月   ＱＣサークル本部登録№１サークル誕生 

 （日本電信電話公社・松山搬送通信部・機械サークル）   

'63年 5月   第１回ＱＣサークル大会（仙台）の開催   

'64年 9月   ＱＣサークル支部（関東、東海、北陸、近畿）の結成 

 （その後、北海道、東北、中国・四国、九州、沖縄の 5支部が結成）   

'70年 11月   『ＱＣサークル綱領』の発刊   

'71年 10月   『ＱＣサークル活動運営の基本』の発刊   

'71年 11月   第１回 全日本選抜ＱＣサークル大会の開催   

'78年 7月   第１回国際ＱＣサークル大会（ICQCC '７８-Tokyo）の開催     

※ 詳細は(財)日本科学技術連盟で発刊している『ＱＣサークル活動運営の基本』をご購読

下さい。 



 

日本のＱＣサークルの特徴"をまとめると、次の 10項目のようになります。  

   

 

1.   民間組織で全国的に推進している  

2.   『ＱＣサークル綱領』と『ＱＣサークル活動運営の基本』が制定されている  

3.   企業内の推進体制が整備されている  

4.   企業内・外に、活動の発表・会合・交流の場がある  

5.   機関誌『ＱＣサークル』をもっている  

6.   品質管理やＱＣサークルに関する教育・訓練が充実している  

7.   ＱＣサークル向けの手法が開発されている  

8.   幅広い業種、職種に導入されている  

9.   ＱＣサークル活動の海外への普及に努めている  

10.   企業体質や人間性の発揮などで企業経営に大きく貢献している  

  

   

※ 詳細は(財)日本科学技術連盟で発刊している『ＱＣサークル活動運営の基本』をご購読

下さい。   

  

   



ＱＣサークルのねらいは、個人の人間性を尊重しながら、自主的に自分達の仕事を管理し、

改善活動を推進していくことにあります。 

こうした活動を通じて個人やサークルの成長を図り、企業の体質強化や発展への寄与を期

待することができます。 
 

 私達はＱＣサークル活動の基本を次のように決めています。  

  

 ＱＣサークル活動とは  
 

ＱＣサークルとは  

第一線の職場で働く人々が 

継続的に製品・サービス・仕事などの質の管理・改善を行う  

小グループである。  
   

この小グループは  

運営を自主的に行い 

ＱＣの考え方・手法などを活用し 

自己啓発・相互啓発をはかり  

活動を進める。  
 

この活動は  

ＱＣサークルメンバの能力向上・自己実現  

 明るく活力に満ちた生きがいのある職場づくり 

      お客様満足の向上および社会への貢献    

をめざす。  
   

経営者・管理者は 

この活動を企業の体質改善・発展に寄与させるために  

人材育成・職場活性化の重要な活動として位置づけ   

自らＴＱＭなどの全社的活動を実践するとともに   

人間性を尊重し全員参加をめざした指導・支援  

 を行う。  
  

ＱＣサークル活動の基本理念 
  

人間の能力を発揮し，無限の可能性を引き出す。  

    人間性を尊重して，生きがいのある明るい職場をつくる。  

    企業の体質改善・発展に寄与する。 
   

※ 詳細は(財)日本科学技術連盟で発刊している『ＱＣサークル活動運営の基本』をご購読

下さい。   


